
理
無
Ｅ
Ｃ
球
載
障
　
薪
在
Ｃ
矢
圧
氏
方
の
東
方
、
浮
島
熊
野
神
社
の
神
霊
を
分
祀

し
て
西
無
田
雨
宮
神
社
が
創
建
さ
れ
た
所
。
後
年
遷
宮
さ
れ
て
現
在
地
に
鎮
座
し
て

正
公
が
眺
望
に
な

っ
た
と
云
う
伝
説
が
あ
っ
て
今
な
お
そ
の
名
は
人
々
の
間
で
使

わ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（語
り
べ
学
習
会
）

上
ハ

．
　

一
　

　

術
仏
轟
諄

′
―
、伊
ユ
子

状
供
山
山
凱
Ｚ
事
個

明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
秋
田

・
沼
山
津
の
二
村
が
合
併
し
て
秋
津
村
と
な

り
、
現
在
地
に
秋
津
小
学
校
設
立
。
発
足
以
来
百
十
年
余
、
こ
こ
か
ら
輩
出
し
た
人

は
数
千
を
数
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
校
卒
業
生
中
か
ら
次
の
人
々
を
紹
介
す
る
。

氏

　

名

卒

業

年

度

吉
本
　
聖
二

明
治
三
十

一
年

（
一
八
九
八
）

衆
議
院
議
員

。
厚
生
政
務
次
官

′′

高
橋
　
守
雄

三
善

信
房

明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）

内
山
　
隆
道

明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）

彊
富
破
磨
雄

明
治
二
十

一
年

（
一
八
八
八
）

滋
賀

。
長
野
県
知
事

第
七
代
熊
本
市
長

・
熊
本
商
科

大
学
学
長

・
理
事
長

陸
軍
少
将

・
終
戦
時
　
佐
賀
関

要
塞
司
令
官

昭
和
天
皇
博
育
官

・
邦
文
学
者

長
男
啓
之
助
氏
は元

人
事
院
総
裁

秋
津
村
産
業
組
合
設
立
初
代
組

合
長

・
第
九
代
秋
津
村
長

主

な

経

歴

志
内
　
ヒ
デ

富
島
　
末
雄

彊
富
秀
次
郎

杉
田
　
博

上
田
案
山
子

光
岡
　
均

彊
富
　
忠
夫

浄
住
　
勤
護

明
治
二
十

一
年

（
一
八
九
八
）

明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）

明
治
四
十
四
年

（
一
九

一
一
）

大
正
　
　
一二
年

（
一
九

一
四
）

大
正
　
　
四
年

（
一
九

一
五
）

大
正
　
　
六
年

（
一
九

一
七
）

大
正
　
　
八
年

（
一
九

一
九
）

県
立
第

一
高
女
高
等
科
教
諭

・

熊
本
女
専
教
授

戦
前
の
熊
本
市
小
学
校
長
会
会

長

・
第
十
三
代
秋
津
村
長

営
林
署
長

・
熊
本
木
炭
事
務
所

長

・
元
横
井
小
楠
木
顕
彰
会
会

長医
学
博
士

・
杉
田
小
児
科
病
院

長熊
正
電
気
科
長

・
熊
本
市
立

工
業
学
校
校
長

・
熊
本
県
科
学

研
究
所
所
長

・
熊
本
工
大
教
授

農
学
博
士

大
分
短
期
大
学
学
長

熊
本
女
子
大
学
教
授

（英
文
学

陸
軍
中
佐

-103-



一浄
住
　
端
雄

内
田
　
芳
朗

中
山
ミ
エ
子

藤
山
　
増
美

上
国
　
楠
生

菊
岡
　
実

永
田
　
虔
二

三
藤

省
三

彊
富
　
親
秀

氏

　

名

大
正
　
　
十
年

（
一
九
二

一
）

昭
和
　
　
六
年

（
一
九
二

一
）

昭
和
　
十

一
年

（
一
九
二
六
）

昭
和
　
十
四
年

（
一
九
二
九
）

″

昭
和
　
十
五
有

（
一
九
四
〇
）

昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）

昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）

昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）

卒

　

　

業

　

年

　

度

主

な

経

歴

熊
本
大
学
医
学
部
名
誉
教
授

元
参
議
院
議
員

・
竹
中
組
役
員

第
七
代
熊
本
県
農
協
婦
人
部

協
議
会
会
長

熊
本
市
会
議
員

・

第
二
〇
代
熊
本
市
会
議
長

地
元
で
内
科
小
児
科
医
院

・

熊
本
保
健
所
長

・
医
学
博
士

向
陽
台
病
院
副
院
長

（
旧
姓
栄
田
）

永
田
病
院
院
長

弁
護
士

熊
本
整
形
外
科
病
院脳

外
科
部
長

熊
本
市
発
展
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
昔
同
抵
個
虫
可
雑
母

熊
本
市
役
所
近
く
の
坪
井
川
沿
い
の
公
園
を
、
吉国
稿
公
園
と
い
い
ま
す
。
熊
本
市

名
誉
市
民
の

一
人
で
あ
る
第
七
代
の
熊
本
市
長
　
高
橋
守
雄
の
名
前
か
ら
付
け
ら
れ

た
も
の
で
す
ｃ

で
は
、
公
園
の
名
前
に
な

っ
て
い
る
高
橋
守
雄
と
は
ど
ん
な
市
長
だ

っ
た
の
で
し

よ
う
か
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
人
物
だ

っ
た
の
で
し
よ
う
か
。

「
一
二

十
ハ
菫
ず
華
主
ハ
」
　
（
ｗ
ｉ
甫
枷
一
瞬
例

守
雄
は
、
明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）
に
上
益
城
郡
矢
部
町
に
生
ま
れ
、
秋
津
小

学
校
を
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
に
卒
業
し
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
、
東

京
で
警
視
庁
の
役
人
に
な
り
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
に
二
九
才
と
い
う
若
さ

で
熊
本
市
長
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
高
橋
守
雄
市
長
と
い
え
ば
、
大
正
の

「三
大
事
業
」
で
有
名
な
市
長
と
言

わ
れ
ま
す
。

で
は
、

「三
大
事
業
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、

「熊
本
市
営
の
電
車
を
走
ら
せ
た
こ
と
」

「各
家
庭
に
水
道
を
引
い
た
こ

と
」

「市
の
真
ん
中
に
あ

っ
た
軍
隊
を
別
の
場
所
に
移
し
た
こ
と
」
で
す
。

実
は
、
熊
本
市
が

「大
熊
本
市
」
と
し
て
発
展
し
た
の
は
、
こ
の
三
大
事
業
を
完

成
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

守
雄
が
市
長
に
な
る
前
の
熊
本
市
は
、
周
り
の
町
や
村
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
、

こ
れ
か
ら
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。

大
熊
本
市

―
‐

―
―

大
正
十
年

（
一
九
二

一
）
六
月

一
日
、
熊
本
市
と
飽
託
郡
の
黒
髪

・
池
田

。

花
園

・
島
崎

・
横
手

・
古
町

。
本
山

・
本
荘

◆
春
竹

。
大
江
の
各
村
及
び
春
日

町
の

一
一
町
村
が
合
併
し
て

「大
熊
本
市
」
が
誕
生
し
た
。

″
４

ｎ
Ｖ

市
長
に
な

っ
た
守
雄
は
、
さ
っ
そ
く
市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
、
三
大
事
業



一
町
の

一
一
町
村
が
合
併
し
て

「大
熊
本
市
」
が
誕
生
し
た
。

市
長
に
な
っ
た
守
雄
は
、
さ
っ
そ
く
市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
、
三
大
事
業

の
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
み
、
次
の
年
の
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
に
見
事
に
や
り

と
げ
た
の
で
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
守
雄
は
鉄
筋
三
階
建
て
の
熊
本
市
役
所
を
完
成
さ
せ
、
水
前
寺
競
技

場
の
建
設
に
も
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
わ
ず
か
三
年
半
の
間
に
、
こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
や
り
と
げ
た
守
雄
は
、

熊
本
市
発
展
の
基
礎
を

つ
く
っ
た
生
み
の
親
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

熊

本

市

が

電

車

を

走

ら

せ

る

み
な
さ
ん
は
、
熊
本
市
営
の
路
面
電
車
が
い
つ
ご
ろ
出
来
た
か
知

っ
て
い
ま
す
か
。

今
の
よ
う
な
市
営
の
電
車
が
走
り
始
め
た
の
は
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
の
八
月

一
日
か
ら
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
熊
本
市
内
を
軽
便
鉄
道
が
走
り
、　
一
部
で
は
電
車
も
走

っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
経
営
が
む
ず
か
し
い
会
社
も
で
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
民
の
間
か
ら

「ぜ
ひ
、
市
の
ほ
う
で
電
車
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
。
」
と

い
う
願
い
が
出
て
き
ま
し
た
。

守
雄
は
、
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
市
民
の
生
活
が
便
利
に
な
る
こ
と
が

一
番
だ

と
考
え
て
、
路
面
電
車
を
市
営
の
事
業
と
し
て
経
営
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、

「熊
本
駅
～
浄
行
寺
」
間
と

「水
道
町
～
水
前
寺
」
間
だ
け
を
走
ら
せ

ま
し
た
。

白
川
を
渡
る
電
車
の
た
め
に
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
今
の
大
甲
橋
で
す
。
工
事
の

記
録
で
は
、

「は
ば
八
間

（約

一
四
・
四
奇
）
、
長
さ
四
十
間

（約
七
二
布
）
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
、
費
用
は
十
万
三
十
円

（当
時

。
今
の
お
金
の
ね
う
ち
に
直
す

と
、
約
二
億
円
位
に
当
た
る
）
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

十
五
台
で
ス
タ
ー
ト
し
た
電
車
は
、
待
ち
望
ん
で
い
た
市
民
に
大
歓
迎
さ
れ
、
た
い

へ
ん
人
気
で
し
た
。
満
員
で
乗
れ
な
い
客
も
多
か
っ
た
た
め
、

「お
急
ぎ
の
方
は
ど
う

ぞ
お
歩
き
下
さ
い
」
が
、
は
や
り
言
葉
に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
ぐ
に
ま
た
新
し
く
三
台
の
電
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
が
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
車
の
登
場

に
よ
っ
て
、
人
力
車
を
引
く
人
の
仕
事
が
な
く
な

っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
守
雄
は
市
議
会
と
相
談
し
て
、
人
力
車
を
引
く
人
た
ち
へ
、
市
か
ら
お

金
を
出
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
仕
事
が
な
く
な

っ
た
人
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
、

お
金
を
出
し
た
こ
と
は
、
全
国
的
に
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
守
雄
の
努
力
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
市
電
は
、
熊
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
現
在
ま
で
走
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

上

水

道

が

で

き

る

「水
の
都
」
と
よ
ば
れ
る
熊
本
市
に
は
、
昔
か
ら
多
く
の
地
下
水
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
四
十
五
年

（
一
九

一
二
）
ご
ろ
は
、
熊
本
市
内
七

一
二
五
戸
の
井
戸
　
・

の
う
ち
飲
料
水
と
し
て
使
え
る
も
の
は
、
全
体
の
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
で
し
た
。
５

そ
の
う
え
、
下
水
道
も
整

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
市
民
か
ら

「ぜ
ひ
と
も
、
早
　
１

く
市
全
体
に
水
道
を
整
え
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、　
　
一

多
く
の
お
金
が
か
か
る
こ
と
や
、
水
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
農
民
の
反

対
運
動
が
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
守
雄
は
水
道
の
建
設
は
、
都
市
に
住
む
市
民
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い

仕
事
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
景
水
谷
に
丼
戸
を
ほ
っ
て
く
み
上
げ
た

水
を
、　
一
度
立
田
山
に
ポ
ン
プ
で
上
げ
て
流
す
と
い
う
方
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
の
方
法
が
市
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
長
い
問
市
民
が
望
ん
で
い
た
水
道
の
計

画
が
、
よ
う
や
く
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
正

一
十
三
年

（
一
九
二
四
）

一
一
月
、
水
道
が
完
成
し
、
通
水
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
、
市
民
は
安
心
し
て
水
を
飲
め
る
よ
う
に
な
り
、
病
気
も
減

っ
て
、

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教

育

者

と

し

て

活

躍



熊
本
市
長
を
や
め
た
守
雄
は
、
国
の
役
人
に
も
ど
り
ま
し
た
。

そ
し
て
戦
後
は
、
昭
和
二
十

一
年

（
一
九
四
六
）
に
熊
本
語
学
専
門
学
校
の
校
長
と
な

り
、
熊
本
の
私
立
学
校
の
教
育
に
当
た
り
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
守
雄
は
こ
れ
ま
で
の
専
門
学
校
を
短
期
大
学
に
す
る
た
め
に
、
東
京
の

役
所
を
か
け
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
途
中
、
す
り
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
混
雑
し
て
い
な
い
電
車
を
選
ん
で
乗

っ
た
の
で
す
が
、
何
度
も
す
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「警
察
官
だ
っ
た
人
が
、
す
り
に
あ
う
な
ん
で
―
」
と
、
周
り
の
人
た
ち
も
不
思
議

が
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
守
雄
は
、
す
り
に
も
気
付
か
な
い
ほ
ど
熱
心
に
、
短
期
大
学
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
の
で
し
よ
う
。

「誠
意
と
努
力
で
」
と
い
う
の
が
、
守
雄
の
モ
ッ
ト
ー
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
守
雄

の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
熊
本
語
学
専
門
学
校
は
、
熊
本
短
期
大
学
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
に
は
、
立
田
山
に
あ

っ
た
校
舎
を
大
江
に
移
し
、
昭

和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
に
は
、
熊
本
商
科
大
学
を

つ
く
っ
て
、
学
長

・
理
事
長
と

し
て
教
育
や
経
営
に
当
た
り
ま
し
た
。

守
雄
の
人
が
ら
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
他
に
も
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残

っ
て

い
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
の

「六

。
二
六
水
害
」
の
と
き
、
子
飼
や
渡
鹿
付
近

で
七
三
世
帯

（二
九
二
人
）
が
住
む
家
を
流
さ
れ
て
こ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
守

雄
は
、
住
民
を
大
学
の
校
舎
に
避
難
さ
せ
て
世
話
を
し
ま
し
た
。

に
ぎ
り
め
し
を
配

っ
て
歩
き
、
衣
類
を
お
く

っ
た
り
、
週
に

一
度
は
校
内
で
映
画
を

上
映
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
数
々
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
行
動
力
で
、
市
民
の
た
め
生
涯
を

つ
く
し
た

守
雄
で
し
た
。
守
雄
が
市
長
の
と
き
に
で
き
た
市
役
所
の
玄
関
は
、
最
初
に
紹
介
し
た

高
橋
公
園
に
、
今
で
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（熊
本
市
教
育
委
員
会
発
行
　
郷
土
読
本
　
ふ
る
さ
と
く
ま
も
と
の
人
々
）

」
“

ハ

二

　

歴

史

上

の

人

々

天
文

一
〇
年

（
一
五
四

一
）
頃
御
船
城
主
に
。
永
録
八
年

（
一
五
六
五
）
竹
富
鷲

（現
中
無
田
吉
住
氏
宅
）
に
城
を

築
き
、　
一
族
の
甲
悲
正
運
を
居
城
せ
し
め
た
。

天
正

一
三
年

（　
五
八
五
）
に
死
去
．

鶯
城
に
居
城
し
、
永
録
八
年

（
一
五
六
五
）
黄
鳥
山
法
光

寺

（現
鶯
観
音
）
を
建
立
す
る
。

御
船
辺
田
見
の
黄
海
山
東
禅
寺
の
住
職
。

甲
悲
飛
騨
守
正
運
の
招
き
で
黄
鳥
山
法
光
寺
の
開
基
と
な

り
、
両
寺
を
兼
職
し
て
、
十

一
面
観
世
音
菩
薩

・
甲
悲
宗

運
の
像
を
自
刻
し
仏
殿
に
安
置
す
る
。

天
正
年
間

（
一
五
七
三
～

一
五
九

一
）
の
本
山
城
主
で
有

名
な
連
歌
師
。
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
に
浄
福
寺
を
再

興
す
る
。

島
崎
半
兵
衛
尉

文
禄

・
慶
長
の
役
で
加
藤
清
正
朝
鮮
出
兵
の
際
、
船
頭
か

し
ら
と
し
て
従
軍
。
帰
国
の
途
中
船
に
付
着
し
た
奇
木
を

持
ち
帰
る
。
後
年
そ
の
奇
木
で
西
無
田
雨
宮
神
社
の
御
神

体
と
な
る
ゆ
や
ろ
き
き

（由
屋
浮
木
）
を
刻
み
祭
祀
さ
れ

る
。
西
無
田
島
崎
家
の
祖
と
云
わ
れ
る
人

正
雀

初
め
八
郎
員
笛

島
崎
久
兵
衛
正
隆

島
崎
家
を
継
ぐ
。
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
加
藤
家
改
易

後
浪
人
。
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
沼
山
津
郷
間
島
に

転
住
し
漁
猟
及
び
開
拓
に
従
事
し
、
慶
長
の
役
の
帰
路
父

甲
悲
宗
運
親
直

甲
悲
飛
騨
守
正
運

木
山
備
後
守
惟
久

~¬
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（熊
本
市
教
育
委
員
会
発
行
　
郷
土
読
本
　
ふ
る
さ

こ
く
ま
も

二
の
人
々
）

″慎
滝
↑
（
，
一見
水ヽ

一上
二
年
一
（　
一
■
、
〓
〓
〔
）
一一
〓
二
十三
Ｆ
〓
一ｉ
三
一
・

‐・

一・〓一一一
一　
　
二
「
）一　一言
「
一一人
一、　二．一二一一一
一・　二
一一〓一
・　
　
・、　　一〓マ一
〓一（
（　・，一人
一　一二
一
一も
一一．ヘ

原
田
爾
右
衛
門

山
田
入
道
正
信

慈
観

秀
海

八
重
桜
新
左
衛
門

明
義

が
持
ち
帰

っ
た
奇
木
に
神
像

（由
屋
浮
木
）
を
刻
み
祭
祀

す
る
と
云
う
。

（川
尻
町
史
）

加
藤
清
正
の
家
臣
。
文
録
六
年

（
一
六
〇

一
）
沼
山
津
村

の
内
四
百
石
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
光
輪
寺
の
開
基
と
言
わ
れ

て
い
る
。

熊
本
順
正
寺
の
法
弟
。
明
歴
三
年

（
一
六
五
七
）

一
代
僧

業
の
許
可
を
得
る
。
そ
の
後
法
榮
ま
で
十

一
代
願
い
続
け

た
の
で
世
襲
と
な
っ
た
。

（現
在
の
光
輪
寺
）

天
正
年
間

（
一
五
七
三
～

一
五
九

一
）
の
兵
乱
に
罹
り
、

堂
宇
等
す
べ
て
消
失
し
た
時
の
浄
福
寺

（天
台
宗
）
の
住

職
。
仏
像
の
み
土
中
に
埋
め
置
き
、
そ
の
後
三
代
目
の

観
清
と

一
小
堂
を
建
立
し
て
本
尊
を
安
置
し
た
。

熊
本
西
光
寺
の
法
弟
。
慶
長

一
八
年

（
一
六

一
三
）

一
代

僧
業
の
許
可
を
得
る
。

浄
福
寺
が
天
台
宗
を
改
宗
、
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
た
初
代

寛
政
初
期
の
中
無
田
村
の
庄
屋
で
、
長
さ
四
百
二
十
二
間

幅
五
間

・
深
さ
五
尺
の
新
た
な
堀
を
掘
削
し
た
。
そ
の
恩

恵
を
蒙
る
田
地
二
十
町
歩
、
村
民
歓
喜
し
て

「し
ん
じ
ゃ

堀

（新
左
衛
門
堀
）
」
と
呼
ん
で
そ
の
偉
業
を
讃
え
て
い

た
。
寛
政

一
〇
年

（
一
七
九
八
）
八
月
十
日
に
死
去
。

荒
木
萬
蔵

河
瀬
典
次

古
賀
喜
三
太

富
島
末
雄

墓
は
中
無
田
の
間
島
橋
近
く
の
県
道
沿
い
に
あ
る
。

上
益
城
郡
会
所
役
人
。
萬
蔵
堀
は
文
化
年
間

（
一
八
〇
四

～

一
八

一
七
）
に
、
こ
の
人
の
手
に
よ
っ
て
掘
削
さ
れ
た

も
の
で
萬
蔵
井
手
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

沼
山
津

・
下
津
代
里
の
稲
荷
社
の
木
造
女
神
座
像
を
入
れ

た
木
箱
の
右
側
面
に

「明
治
十
四
年
二
月
吉
祥
日
　
沼
山

津
神
社
祀
掌
　
古
賀
喜
三
太
藤
原
辰
臣
」
と
墨
書
し
て
い

る
。古

賀
喜
三
太
の
籍
は
、
秋
田
村
五
四
番
地

（西
無
田
）

で
明
治
初
年
頃
よ
り
、
沼
山
津
神
社

・
中
無
田
神
社

・
西

無
田
神
社
の
祀
掌
。
　

後
神
官
と
な
り
、
金
峯
山
周
辺
の

神
社
数
社
を
受
け
持

っ
て
い
て
そ
の
氏
子
か
ら
尊
敬
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

熊
本
市
と
の
合
併
を
推
進
し
た
秋
津
村
最
後
の
村
長
。

（第
十
三
代
、
昭
和
二
十
二
年
～
昭
和
二
十
九
年
）

先
人
の
努
力
の
概
略
で
も
後
世
の
人
に
残
し
て
お
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
公
務
の
激
務
の
か
た
わ
ら
、

「秋
津
村

略
史
」
を
執
筆
。
昭
和
二
十
九
年
九
月
三
十
日
熊
本
市
の

合
併
記
念
と
し
て
秋
津
村
全
戸
に
贈
ら
れ
た
。
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十
九
代
沼
山
津
手
永
惣
庄
屋

（
一
八
四
五
～

一
八
五
九
）

河
瀬
安
兵
衛
兵
の
嗣
子
、
横
井
小
楠
の
弟
子
。

嘉
永
年
間

（
一
八
四
八
～

一
八
五
三
）
に
裏
井
手
を
掘
削

し
た
。
夫
人
さ
だ
子
は
横
井
小
楠
夫
人

つ
せ
子
の
妹
。



沼
山
津
手
永
惣
庄
屋

沼
山
津
手
永
の
惣
庄
屋
は
、
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）
か
ら
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
ま
で
の

一
六
八
年
間

。
九
代
は
光
永
氏
の
世
襲
で
あ
っ
た
。

し
か
し
沼
山
津
手
永
の
惣
庄
屋
の
任
命
の
仕
組
み
は
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
を
も

っ
て
大
き
く
変
わ
る
。
即
ち
、
光
永
氏
の
世
襲
か
ら
交
代
制

へ
と
転

換
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
襲
惣
庄
屋
の
交
代
劇
は
沼
山
津
手
永
だ
け
に
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
。
領
内
全
般
を
み
て
も
元
禄
期

（
一
六
八
八
～

一
七
〇
三
）
か
ら
惣
庄
屋

の
新
任

・
配
置
替
え
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
享
保

（
一
七

一
六
～

一
七
二
五
）
か
ら
宝
歴
期

（
一
七
五

一
二ヽ

七
六
三
）
に
か
け
て
、
従
来
の
在

地
有
力
者
に
よ
る
世
襲
の
惣
庄
屋
に
か
わ
り
、　
一
領

一
疋
ク
ラ
ス
か
ら
惣
庄
屋
が
登
用
さ
れ
、
三
～
五
年
の
サ
イ
ク
ル
で
配
置
替
え
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初

代

二
　
代

三
　
代

四
　
代

五
　
代

一（
　
　
（”〔̈一

七
　
代

ヽ

、

　

卜
ヽ

ノ
′　

　

ι
ｌ

九
　
代

一
〇
代

一
一
代

一
二
代

一
三
代

沼
山
津

（光
永
）
四
兵
衛

一
惟
重

″″

沼
山
津

（光
永
）
四
兵
衛

小
堀
宇
右
衛
門

田
上
　
格
次

間
部
忠
右
門

園
田
養
助

名

:]lj

一
六
三
三

一
寛
永

一
ｏ
年
　
五
月

一
六
五

一
一
慶
安
　
四
年
　
六
月

一
エハ
エハ
エハ
　
一　
苦
見十人

ハ

一
六
七

一

一
六
九
六

一
七

一
九

二
月

二
月

七
四
四

延
亨

二
月

四
月

一
月

天
明

一
八
〇
七

四
年

一
一
月

一
八
〇
九

文
化
　
六
年

一
二
月

期

間

一
六
五

一　
慶
安
　
四
年
　
五
月

一
三
日

ハ

ハ

′ヽ

寛
文
　
六
年

寛
文

一
一
年

二
月
二
四
日

五
月

一
二
日

ハ

七
六
九
六

一
元
禄

七

一
九

一
亨
保

七
四
三

一
寛
保

七
四
九

一
寛
延

九
年

一
二
月

四
年
　
二
月

一
六
日

三
年

一
二
月
二
六
日

二
年

一
二
月
　
五
日

天
明

寛
政

文
化

八
年

〇
年

四
年

四
月

一
八
ｏ
七

一
八
〇
九

一

１

、

一
　

一

一　

，ノ

一
　

一

八
月

九
日

六
年

八
年

一
二
月

九
日

病
死

病
死免

高
森
へ

（不
着
任
、

―
…
…
…
…
―
六
月
免

高
森
か
ら

・
免

病
死

鯰
と
併
勤

備

　

考
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″

惟
泰

″

一
惟
行

″

一
惟
信

一
惟
直

″

一
惟
直

一
惟
晴

″
　
　
　
七
助
　
一
惟
武

寛
文

一
一
年
　
五
月

元
禄
　
九
年

一
二
月

一
七
五
〇

一
七
八
八

一
七
九
八

一
八

一
一
一
文
化
　
八
年

一
二
月

一
１
、

一
一
■

一　

ノ

一

一
〓

文
化

一
ｏ
年
　
六
月
二
七
日

免



一
四
代

一
五
代

こ

、
卜
、

一　

一ノ

‘
１

一
七
代

一
八
代

一　

■し
ヽ
ヽ

一
４
ノ
ム
ー

二
〇
代

二

一
代

二
二
代

園
田
健
助

多
田
隈
淳
蔵

緒
方
伝
内

光
永
熊
助

下
山
群
次

一
惟
之

河
瀬
安
兵
衛

光
永
四
兵
衛

惟
資

丸
山
平
左
衛
門

井
上
甚
之
助

一
八

一
三

一
文
化

一
〇
年
　
六
月

一
八
二
七

一
文
政

一
ｏ
年
　
五
月

一
八
三
八

一
天
保
　
八
年
　
五
月

一
八
四
五

一
弘
化
　
二
年
　
七
月

一
八
五
九

一
八
六
五

一
八
六
七

安
政
　
六
年
　
四
月

慶
応
　
一
年
　
六
月

慶
応
　
三
年

一
ｏ
月

一
八
二
七

一
文
政

一
〇
年
　
五
月

一
四
日

一
八
二
九

一
文
政

一
二
年
　
一
月

一
四
日

一
八
三
七

一
天
保
　
八
年
　
四
月
二
二
日

一
八
四
五

一
弘
化
　
二
年
　
六
月

一
七
日

一
八
四
五

一
弘
化
　
二
年

一
二
月

一
八
五
九

安
政
　
六
年
　
四
月

一
九
日

一　
１
、

し
、

ぼ
■

一　
．ノ
■
／

コ
コ

一
１
、
」
、

´
一

一
　

′
′

一
′

Ｊ

Ｉ

慶
応
　
一
年
　
六
月

慶
応
　
三
年

一
〇
月
　
六
日

一
八
七
〇

一
明
治
　
三
年
　
七
月
　
五
日

（肥
後
読
史
総
覧
　
上

・
下
巻
）

0 9--1

一
信
治

惟
資

文
政

一
二
年
　
一
月

弘
化
　
二
年

一
二
月

一
八
二
九

一
八
四
五


